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玉田規子 あだ名：たまのり

会社員/文教大学卒

私は社会人になってからずっと営業職についています。営業というと大変と思われがちですが、楽しく

やっています。営業していく上で、大きな壁は先入観です。「今からお話する人は怖そうだな」「今月は目

標を達成するのは難しい月かもしれない」実際は、先入観にとらわれずやってみると、結果は真逆だった

りするのですが、思い込むことは自分に限界を作ってしまってもったいないものだとしみじみ考えていま

す。私は大学生活４年間をメインに、社会人になってからも子ども会の活動を続けています。子ども会の

活動は、先入観が打ち破られることの連続です。去年の夏に参加した組の話を１つしようと思います。

前の行事の終了が遅れてしまい、キャンプファイヤーの開始時間が遅れてしまった際のことです。全員

で大きな円になり、話し合いをしました。「今からやる、全員でやる最後の行事のことを全員で決めたいこ

と」「選択肢は二つ。ホールでキャンプファイヤー(のように歌を歌う)か、外でキャンプファイヤーか。外で

やるなら今のばらばらの状態では無理だから、どうするか考えたい」「みんなでやることだから、みんなが

考えてることを教えてほしいこと」を問いかけました。「普段の生活でもできることをやるだけでいいのか。

みんなここだからできることをやりに来たんじゃないのか？私は、この組の全員でキャンプファイヤーをやり

たい」とある子どもが言ったのです。すごく説得力があり、それまでやるかどうかを迷っていた子たちもみ

んなの気持ちがひとつになった瞬間でした。そこからの話し合いはとても早く進みました。体力的に辛い

子はどうフォローしようか、時間が短くなってしまったから移動は素早く、準備はみんなで協力してやろう！

と意見が出し合われ、無事最後の行事であるキャンプファイヤーを行うことができました。

日常生活の中では、新人は未熟、先輩は完璧！教える人と教わる人というのは、何故か固定されてい

るものという先入観を持ちがちです。それはとてももったいないものだと思うのです。アルプス子ども会で

は双方向で影響し合ったり、成長し合える環境があります。それをしていこうという意識があります。先入

観にとらわれず、全肯定をするわけでなく、本質を見極めることで柔軟に考えていこうとしている環境は

なかなかありません。まじめに書き綴ってしまいましたが、とっても楽しいのでみなさんと一緒に活動でき

るのを楽しみにしています。
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佐々木章仁 あだ名：芝生

小学校教員/愛知教育大学卒

「君の中に残ったものが 違う世界で拡がればいい この別れに流す涙が 君の明日のはじまりにな

れ」――これはアルプス子ども会のオリジナルソング『君のいた風景』という曲の歌詞です。私事ですが、

今、愛知県の小学校で教員として働いています。先日、初めて卒業生を送り出しました。そのとき、この

曲の歌詞が、じーんと胸に沁みました。この曲に、励まされました。オリジナルソングは、アルプス子ども

会の魅力の１つです。歌詞と実体験がつながったとき、その魅力が倍増します。オリジナルソングの魅力

は、今なお、輝きを増しています。

話は変わりますが、僕の携帯電話の待ち受け画面は、アルプス子ども会のリーダー仲間たちと撮った

集合写真です。社会に出てから3年が経過しますが、今もその写真から、力をもらっています。「あのとき

の自分、燃えていたよな。今はどうかな？」「あの人もきっと頑張っているはず。僕も頑張るぞ。」など、この

写真は僕を奮い立たせてくれるのです。僕にとって、アルプス子ども会の仲間は、ただの仲間ではありま

せん。「一人の例外もなく支え守り合う」仲間です。こんな仲間は、なかなかできません。そんな仲間の

存在が、今も僕の刺激となり、活力となっているのです。

大学生活は、好きなことに夢中になることをおすすめします。何でもかまいません。もし、あなたが、ア

ルプス子ども会に少しでも興味があるのであれば、ぜひ参加してみてください。アルプス子ども会、おす

すめですよ！

浅野杏子 あだ名：アプリコット

小学校教員/文教大学卒

私は子どもと関わる場を求めて、大学2年からアルプス子ども会に入りました。いざ活動を始めてみると

周りは経験を積んだリーダーばかりで、子どもにとって私がリーダーであるメリットはないのではないかと

悩みました。そんな時、社会人リーダーの助言もあり、「自分だからできること」を考えるようになりました。

そうすると、活動が前向きになり、自分にしかできないことを探すようになりました。これは教員になった

今も生かされています。子どもたちにとって、私と関わったからこそできる経験や学べることがあってほし

いと考えています。自分だからできることを探すというのは、教員に限らず社会人には必要な力だと思い

ます。アルプス子ども会には人生の目標になるような素敵なリーダーが大勢います。そんなリーダーたち

との活動は学ぶことばかりです。共にリーダーとして活動できるのを楽しみにしています。
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田村祥子 あだ名：こしょう

出版社勤務/東京学芸大学卒

「こんにちは！私の名前は田村祥子、あだ名はこしょうです！」……人生の半分以上、そうやって自己紹

介をしてきました。改めて、私は社会人6年目のリーダー、田村祥子と言います。あだ名はこしょうです。

普段は、出版社で子ども向けの本や雑誌の編集、イベント企画をしています。私がリーダーになったのは

今から16年前、2001年のことでした。子どもの頃に参加して、リーダーに憧れて、中3から活動していま

す。その時はなんとなく「アルプスも大学生までだろうなぁ」と思っていました。ところがどっこい、大学を超

えて大学院、留学中もリーダーを続け、会社に就職してからもリーダーをやっています。それは、アルプ

スでの経験がすごく今の生活の基礎になっているからです｡それはどんなことか､というと三つあります。

①アルプスにいることで、自分の周りの小さな世界じゃわからない地域のこと、海外のこと、考え方が

知れること。どんだけ歳を重ねても、すぐにわかることなんて自分が今生活してる場所や、同世代の友達

のこと、仕事で関わるヒトモノのこと、くらいに限られますよね。私の場合、趣味がライブや舞台に行くこと

だからその関連で出会った友達から吸収できるのが関の山。でも、アルプスにいることで、地方の学校生

活のこと、海外で暮らすとはどんなことか、職業、他の人が興味があるスポーツ、文化、体、性嗜好……

など、時にはフランクに、時には真面目に考えたり興味が持てたりするんです。例えば、私が大学で勉強

していたドイツの児童文学作家について、実際どう受け止められているのかをドイツから参加してた子ど

もにインタビューしたり。これ、本当に卒論の時に役に立ちました……。

②その上で、フラットな考え方が常にできるようになること。たくさんの知的好奇心を刺激する材料や

人が多いアルプス。その結果、私は仕事でも私生活でもずっと、「なんでこうなんだろう？」「私はこう思う

けど、あなたは？」というような問いかけができるようになりました。これって、実はすごく難しいけど、社会

では必要とされる、いわゆる「コミュニケーション能力」だと思います。この前、会社の先輩にこんなことを

言われました。「たむちゃんは、上に変に媚びたり下に威張ったりしないよね。フラットに、相手を否定せず

にいるけど自分の意見や発想を真っ直ぐ伝えるよね。意見も面白いし、そういう姿勢、いいと思うよ。」こ

の時先輩は「生まれ持ってのものだと思うし、保護者の方の影響かな」と言ってくれたけど、私はアルプス

のおかげだと思ってます。本来の私は短気だし、思慮深くもないです。背が低いから小さい頃から学校で

は馬鹿にされてたし。でも、アルプスでは私の短気さも、背の低さも否定はしないでリーダーも子どもも受

け止めてくれた。何かあった時は支えてくれたし、私も支えることができました。その上でみんなが良く過

ごせるように関わり合っていけた。ただ、それだけなんです。

大学三年の夏の子ども会でのこと。組中に祖父の訃報が届きました。告別式に行くために、最後の

夜、最終日の朝、一緒に過ごせなくなったことを班の子どもたちに伝えました。仕方のないことだけどすご

く悔しかった。でも、子どもたちはみんな「寂しい！どこでもドアで行きなよ！」「でも、おじいちゃんに最後の
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サヨナラしたいよね」「僕たちだけでどうにかするから！」「最終日の役割決めよう！」と、送り出してくれまし

た。ところが翌年、その班の子と再会した時のことです。「あの後ね、こしょうがいなくて、私たち寂しかっ

たんだよ！いただきますを言う係の○○は声が小さくなるし、班長の□□は途中で自信なくすし。でも、こ

しょうが心配する！ってその度に言い合って頑張ったの！」と、伝えてくれたのです。最後まで班の子を支

えられなかった申し訳なさ反面、私がいないところで支えてもらった嬉しさを感じました。

③そんな関わり合いをもっと続けたいし、支えたいし、その中で私が楽しみたい！ということ。私がアル

プス子ども会のリーダーで居続ける最大の理由だし､仕事をする上でも大事にしている考え方です。社

会人になってから、夏のキャンプ自体に参加できたのは、正直二回だけです。でも、毎年集合解散のお

手伝いや研修には顔を出すようにしています。その度に新しい発見があります。去年会った子に声をか

けられたり、気がついたらリーダーになってたり。班を受け持った子と、教育実習先で再会！なんてことも

ありました。子どもに教えられた、とかそんなことは言わないし、考えたこともないです。私より年齢は下で

も本気で同じ楽しみのために、意見をぶつけ合う仲間だと思っています。だから､｢子ども相手」でもめっ

ちゃ頭使うし、楽しいんです。普段は何となく過ごしているけど、アルプスに来ると「自分が必要とされて

る」「この人が必要だ｣｢だから、一緒にいて嬉しい」というすごくシンプルなことを実感できると思ってます。

それは、リーダー間でもそうです。今、会の活動外で一番会う仲間は、上は36、下は25の4人組。ご飯

を食べながら、趣味のこと、最近気になることを話したり、本気で悩んでることを相談したりされたりしま

す。もちろん、タメ口で。とはいえ、無理に話さなくてもそっとしておいてももらえます。そんな環境が私は

大好きです。そんな環境にいたおかげで、社会人になってから、仕事の上でプロジェクトリーダーをした

り、編集責任者になった時に、年齢や経験関係なく、良いものを作るためにどうやって話し合いを設けた

らいいのか。考えるためのヒントはどこか。どうやって上司を説得するのか……などをスムーズにこなせる

ようになったなぁと思います。そして、そんな仕事は大抵やっていて楽しいし、企画が製品として完成した

時、イベントが無事に終わった時は嬉しくてたまりません！いかにワクワクできるか、そのためにはどうする

のか……アルプスで身につけたそんな小さな思考サイクルが今日も私の仕事のベースになっています。

長くなりました。これを読んでるみなさんは、多かれ少なかれ、アルプス子ども会に興味があるんだと

思っています。少しでも興味があるなら、ぜひ門を叩いてみてください。そう言われても忙しくなると思う

し、バイトもサークルもあるし……とか悩むとは思います。私も、バイトは二つ常に掛け持ちしてたし、サー

クルでアカペラをやっていたので割と忙しかったです。でも、どうにかやりくりできます。もちろん、学校の

授業とだって！むしろ、アルプスにいたおかげで、バイトやサークル、学校の授業がスムーズにいったなぁ

という経験の方が多いです。アルプスで身につけたわら細工の技術を使って、図工指導法の授業で作

品を出したり、バイトでは混雑時のお客さんの誘導が誰よりもうまかったり。

日常の私と、アルプスでの私が相互に成長してくれるおかげで、どんどん生きやすくなっているな、と

学生時代からずっと思っています。自分の普段のテリトリーの外にいる人と関わること、思いっきり声を上

げて笑うこと、動くこと、考えること。想像してるより楽しいし、自分がよく生きるための糧になります。この

文章が、誰かにとっての支えになれば私はとても嬉しいし、この文章でアルプスでリーダーやりたい、と

思ってもらえたら光栄です。では、夏に会いましょう！
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山中裕太 あだ名：ジャーニー

アイ・シー・ネット㈱/広島大学大学院卒

こんにちは、リーダーOBのジャーニーこと山中と申します。私は、5年くらい前までリーダーをしていまし

た。現在は、開発途上国の社会課題（環境問題や貧困問題など）を解決するという仕事をしています。

仕事上、文化や宗教、言語などバックボーンが異なる人たちと仕事をしているのですが、今になっても学

生時代のアルプス子ども会での経験がとても活きていると感じます。

バックボーンが異なるのは、何も外国人に限った話ではありません。アルプス子ども会でも、考え方や

捉え方、出身や年齢が異なるいろんな人たちが関わっています。そんな多種多様な人たちとどんな風に

課題に向かったか、どんな風に支えられたかを思い出してみると、当時の光景が思い浮かんで、ここでも

あんな関係を創れるはずだと、背中を押される気持ちになります。5年以上も前になる、あの時のあの光

景が今の自分を支えてくれているのです。小手先の表面的なものではなくて、リーダー経験が自分の血

肉となって、根本のところで自分を奮い立たせてくれているのだと思います。

みなさんに自信を持ってこのアルプス子ども会で活動することを勧めたい。是非、説明会でリーダーが

どんな人たちか感じてほしいと思います。

さて、最後に私がリーダーとして初めてキャンプに行った時の話をしよう。初めてのキャンプで、う○ち

がトイレに向かってぽとぽとと落ちているのを発見した私は、それを手がかりにトイレに行きました。する

と、同じ班の男の子が隅っこで、うずくまって泣いていました。「どうしたの？」と聞くと（聞いても聞かなくて

も、ぽとぽと落ちていたう○ちが原因だと思いますが）、「もらしちゃった（涙）」というので、みんなにばれな

いように一緒にこそこそと掃除しました。今は、別に食べたりできますけど、当時は人のう○ちなんて触っ

たことも食べたこともないし、ぽとぽとう○ちとはじめましてしたときは、もう半狂乱で「きゃー」みたいな感

じだったので、本当に驚いたエポックメイキング的事件だったのです。

こういう具合でアルプス子ども会には、非日常というか異次元の面白さがあります。非日常の世界は、

日常のしがらみ（キャラ設定とか学歴とか）から離れて、そのままの自分をさらけだせる場所でもありま

す。だから、日常では、う○ちをもらせないけど、あの時の子どもはう○ちをもらした、否、もらせたので

す。5年以上経っても、その光景を鮮明に思い出す経験なんて、そうありません。是非思い切って、えい

やっと飛びこんでみてください。
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菊地朝美 あだ名：サザエ

大学職員/お茶の水女子大卒

私は、この子ども会での活動を通して身につけたことが非常に貴重だと感じていますし、また会社勤め

をする中でも役立っています。ただ先に断っておきたいのですが、例えどのような活動であろうとも全力

で取り組めば必ず後生に生きますし、全力で取り組まなければ（一見してどんなに価値のありそうな活動

であっても）大してあなたの助けにはなりません。たしかに就職活動時に私は履歴書にこの子ども会のこ

とを書き、ほとんどの面接で質問を受けました。しかし、（多分これを読んでくださる皆さんもそんなこと目

的としていないと思いますが）それを目的として取り組むのは、このリーダー活動であろうと他のことであ

ろうと、むしろあなたの時間を無駄にする結果になると思います。

その上で私はこの文章を読んでくださっている方々に、この活動を強くおすすめします。この会のリー

ダー活動は、社会が大学生に任せてくれる活動の中でも高度に創造的だと思います。それは、子どもと

関わるという行為自体が杓子定規に進まないものであることに加え、リーダー集団がまるで子どもの集団

のように自由だからです。この会のリーダーは「支配的な価値観」やイデオロギーに敏感で、押しつけら

れることを嫌う人々で構成されているように思います。常に内部からの更新によって進化してきたし、その

自由さや多様性がリーダー集団の質を保つ要であるときちんと認識されている集団です。もしあなたが

この会のリーダーになったら、この会の多様性や面白い人の多さに驚くと同時に、あなた自身がさらに幅

を広げてくれると信じています。

組織に入ればそこの風土がありますが、ニュースなどでご存知のように、「自分にとっては毒になる価

値観」を流し込まれ受け入れてしまったために人生をダメにしてしまう人というのは、世の中にたくさんい

ます。私たちは子どもと関わる活動をするからこそ、その子ども達が生きていく上で真に助けになる力が

何かを考えているし、そのことが反転して自分自身の力にもなっています。私はこの活動に真剣に取り組

めば取り組むほど、自分がどのように生きていきたいか、どのように周囲の人々と関わりたいかということ

もはっきりしてきたように思うし、それこそが会社勤めを始めた今の自分を強力に支えています。

自分以外のリーダーを見ると、リーダー活動で得た力が会社から認められ必要とされている人や、逆

に入った会社では「毒になる価値観」を押しつけられるのですっぱりと転職してしまう人など様々ですが、

一様に言えることはみんな強く、面白く生きています。この文章が少しでもあなたの自由な決断の助けに

なれば幸いですし、もしこの会のリーダーになることを選んでくださったなら、どこかでお会いできることを

楽しみにしています。



8

新人学生リーダー応援メッセージ集 2017

17/04/01 〒399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 アルプス子ども会(C)


